
 

三菱製シーケンサ入門 

完全戦略問題集  
 『シーケンサ制御で絶対に必要な自分自身で 

    ラダー回路を閃きだす力を身につけよう！！』 

 

全 15 問  
初級編 5 問『PLC を使えば時間制御もこんなに簡単！？』 

中級編 5 問『暗証番号制御も内部カウンタで自由自在！』 

上級編 5 問『複雑制御も内部リレーで支配する方法とは』 

特別付録 
  全 15 問練習問題解答例・CD-R 付  

 

 
 
 
 
               

                 
                 代表 大西正晃 
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初級編 ＬＥＶＥＬ1(目次)  
*テーマ 『シーケンス制御で絶対に必要な時間制御を学ぶ』 

 

【自己保持回路・基本】 

1.PB1(ﾓｰﾒﾝﾀﾘｽｲｯﾁ)により自己保持回路を作り LAMP1 を点灯させるラダー回路 

 図を作成してみよう!!ラダー回路だと配線いらずに簡単プログラミング。 

 

 

 

【内部タイマー制御・オンディレイタイマ】 

2.PB1(ﾓｰﾒﾝﾀﾘｽｲｯﾁ)により自己保持回路を作り、内部タイマー時間経過後に 

 LAMP1 を点灯させるラダー回路図を作るには・・・。 

 

 

 

【内部タイマー制御・移行動作】 

3.シーケンサ内の内部タイマーを利用して、青→黄→赤の順にランプ点灯を移行 

 させ、自動消灯させるラダー回路図を作成する方法とは？？ 

 

 

 

【内部タイマー制御・繰り返し】 

4.シーケンサ内の内部タイマーを利用して、青→黄→赤の順にランプ点灯を 

 永久に繰り返しできる回路とは！？ 

 

 

 

【内部タイマー制御・フリッカ回路】 

5.PB1(ﾓｰﾒﾝﾀﾘｽｲｯﾁ)スタートスイッチにより、『青 2 秒間点灯→青 2 秒間消灯』 

  を繰り返す、道路標示で見られる制御を体験してみよう！！ 
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中級編 ＬＥＶＥＬ2(目次)  
*テーマ 『数をコントロールできるカウンタ回路を学ぶ』 

 

【内部カウンタ回路・基本 1】 

1.PB1(ﾓｰﾒﾝﾀﾘｽｲｯﾁ)を 5 回押し LAMP1 を点灯保持させるラダー回路 

 図を作成してみよう!!カウンタの接点による保持回路とは！？ 

 

 

 

【内部カウンタ 2 個を利用した回路・基本 2】 

2.各内部カウンタに設定されたカウント設定値により LAMP1.2 を点灯保持 

 させるラダー回路図を作るには・・・。 

 

 

 

【内部カウンタ制御＆タイマー制御回路・応用 1】 

3. カウンタに入力されたカウント数を比較しその判定結果 

 により、LAMP を点灯させその後、内部タイマーを使用し自動消灯させる回路。 

 

 

 

【内部カウンタ制御＆比較算術命令・応用 2】 

4. カウンタに入力されたカウント数を比較しその判定結果 

 により、LAMP 点灯箇所を変化させていく方法とは！？ 

 

 

 

【内部カウンタ制御＆比較算術命令・応用 3】 

5.3 個の内部カウンタに入力し、そのカウンタ設定値により 

 定められた暗証番号が一致すると LAMP1～3 が全点灯する回路とは・・・。 
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上級編 ＬＥＶＥＬ3(目次)  
*テーマ 『内部リレーを使い複雑な制御を支配する』 

 

【連続動作・基本 1】 

1.PB1(ﾓｰﾒﾝﾀﾘｽｲｯﾁ)により回転軸が時計方向に回転し続け(保持) 

 途中、近接スイッチを検知すると LAMP も保持していく回路。 

ポイント・『連続運転の中で動作を保持させていく考え方が必要とされる』 

 

 

【選択→連続動作・基本 2】 

2.PB1～3 の各入力に対し連続動作の種類を変化させてみよう。 

ポイント・『頭の中で制御を区分して考える事がとても重要』 

 

 

【連続動作→一旦停止→連続動作→停止・応用 1】 

3. PB1(ﾓｰﾒﾝﾀﾘｽｲｯﾁ)により一連の流れの動作を実行し停止し、再度 

  PB2 入力スイッチにより連続動作が始まる回路。 

ポイント・『頭の中で制御の段階を理解し考えていく事が重要になる』 

 

 

【モード選択→連続動作・応用 2】 

4. PB1(ﾓｰﾒﾝﾀﾘｽｲｯﾁ)を押す度に、LAMP1～3 青→黄→赤の順に点灯移行していき 

  モード切換えをする。これにより一つのスイッチで 3 パターンの連続動作が 

  可能になる回路とは・・・。 

ポイント・『モード切換え回路は、1 スキャンの実行の順序を理解する事が重要』 

 

 

【手動・単動動作⇔自動・連続動作・応用 3(機械装置の基礎制御)】 

5.SW1(ｽﾅｯﾌﾟｽｲｯﾁ)スイッチにより、手動モード or 自動モードの領域分けを 

行い、複雑な制御を完成させてみよう。 

ポイント・『連続動作では、制御の流れが追えるラダー回路を心がける』 
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注意) 

次のページから 2 ページがセットとなる問題出題となります。 

 

左ページ 

『問題の説明を文章で表現しています。』 

右ページ 

『左ページの文章説明を解りやすく図で動作表現しています。』 

 

 

※ 上級編 

5 問目については 

手動動作・自動動作・原点復帰動作この 3 種類があります。 

P22.23→手動動作の問題説明 

 

P24.25→自動動作の問題説明 

 

P26.27→原点復帰の問題説明 
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著作権および知的財産権について  
 
第一条:複製・コピー二次使用の禁止  
 
当シーケンサ練習問題 15 問に含まれる一切の情報は著作権法に保護されており、

また秘匿性の高い情報であることから、著作権保有者である OMD SYSTEM.COM 

代表 大西 正晃 の許可を得ずに、複製・コピー・ネットでの公開、掲載を含

むどのような手段であっても、二次使用を禁止し、購入した個人のみが使用可能

とします。  
 
 
 
第二条:損害賠償  
 
万が一、第一条に該当するような行為が発覚した場合は、著作権法専門の弁護士

を通じ、損害賠償請求を致します。  
 
 
 
第三条:知的財産権の範囲  
 
知的財産権の範囲は電気制御技術者や FA 制御関連企業業界、施策全体を指します。 
当練習問題の表現方法や技術的要素を真似した販売、広告宣伝には知的財産権の

侵害を主張致します。  
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複製禁止、無断掲載禁止  
 
 


